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３
月
13
日
g
、
富
田
林
市
市
民
会
館
中
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
第
８
回
合
併
協
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
平
成
15
年
度

合
併
協
議
会
の
出
納
に
係
る
監
査
結
果
な
ど

が
報
告
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
さ
れ
た
後
、

多
田
富
田
林
市
長
か
ら
富
田
林
市
の
状
況
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
多
田
富
田
林
市

長
は
、「
昨
年
に
実
施
し
た
富
田
林
市
民
を

対
象
と
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
賛

否
は
ほ
ぼ
同
数
で
、【
賛
成
】・【
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
賛
成
】
と
さ
れ
た
方
々
に
お
聞
き
し

た
合
併
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
編
入
合
併
が

新
設
合
併
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の

合
併
協
議
会
で
方
式
が
新
設
合
併
と
し
て
承

認
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ま
た

市
議
会
と
も
相
談
し
た
結
果
、
合
併
の
方
式

に
つ
い
て
は
、
編
入
合
併
で
協
議
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に
、
合
併
特
例
法
の

財
政
支
援
も
活
用
で
き
る
期
限
内
の
合
併
を

目
指
し
、
町
村
の
総
合
計
画
を
も
尊
重
し
な

が
ら
、
合
併
後
の
健
全
財
政
の
維
持
に
配
慮

し
、
地
域
の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
た
い
。」
と
の
考
え
を
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
お

り
、
現
在
、
合
併
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
第

３
回
合
併
協
議
会
に
お
い
て
「
新
設
合
併
」

と
承
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
富
田
林
市
の
考

え
は
、
承
認
内
容
と
は
異
な
っ
た
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
多
田
富
田
林
市
長
の
考
え
に
対
し
、

村
長
は
、「
今
日
ま
で
再
三
、
協
議
会
の
早

期
開
催
を
お
願
い
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
富

田
林
市
の
事
柄
が
先
走
っ
て
報
道
さ
れ
た
こ

と
な
ど
は
残
念
で
あ
る
。
今
、
多
田
市
長
よ

り
協
議
会
に
お
い
て
正
式
の
場
で
新
設
合
併

か
ら
編
入
合
併
へ
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た

が
、
こ
の
申
し
出
は
、
今
ま
で
我
々
が
目
指

し
て
い
た
方
向
と
は
非
常
に
異
な
っ
て
お

り
、
大
変
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か

ら
こ
の
す
ば
ら
し
い
南
河
内
の
中
核
と
な
る

こ
の
地
域
を
ど
の
よ
う
に
育
て
て
い
く
か
、

こ
れ
が
一
番
重
大
な
こ
と
で
あ
る
。
富
田
林

市
は
、
人
口
・
財
政
の
差
を
言
わ
れ
る
が
、

我
々
町
村
の
立
場
に
立
っ
て
も
考
え
て
欲
し

い
。特
に
こ
の
問
題
は
重
大
な
事
柄
で
あ
り
、

こ
の
場
で
結
論
を
出
す
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
。
本
日
の
市
の
申
し
出
を
村
に
持
ち
帰
っ

て
十
分
な
協
議
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
。
将
来
に
向
か
っ
て
い
い
方
向

を
生
み
出
せ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。」
と
意

見
を
述
べ
ま
し
た
。

堀
井
合
併
協
議
会
会
長
は
、「
こ
の
問
題

は
本
協
議
会
の
経
過
か
ら
し
て
大
変
重
大
な

問
題
で
あ
り
、
各
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
持
ち

帰
り
、
協
議
・
調
整
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
意
見
を
集
約
し
、
各
市
町
村
は
、
そ
れ
ぞ

れ
持
ち
帰
り
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
村
の
対
応
に
つ
い
て

第
８
回
合
併
協
議
会
に
お
い
て
富
田
林
市

の
考
え
が
示
さ
れ
、
村
と
し
て
ど
う
対
応
し

て
い
く
の
か
、
極
め
て
重
大
な
問
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
の
推
進
、
進
行
す
る
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
、
税
収
入
や
交
付
税
の
減
少

な
ど
に
よ
る
財
政
悪
化
に
よ
り
村
の
行
財
政

運
営
は
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
に

厳
し
さ
が
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た
、

昨
年
11
月
に
提
出
さ
れ
た
、
第
27
次
地
方
制

度
調
査
会
の
「
今
後
の
地
方
自
治
制
度
の
あ

り
方
に
関
す
る
答
申
」
や
、
今
国
会
に
提
出

さ
れ
た
平
成
17
年
４
月
以
降
の
合
併
推
進
に

か
か
る
新
法
の
内
容
を
考
慮
す
る
と
、
本
村

の
よ
う
な
小
規
模
市
町
村
が
自
立
し
、
一
定

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
、
な
お

一
層
厳
し
い
環
境
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。

い
ま
千
早
赤
阪
村
は
、
誕
生
以
来
、
大
き

な
岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
わ
が
村
が
将
来

に
禍
根
を
残
さ
な
い
決
断
を
す
る
た
め
に

も
、
ま
ず
、
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

今
後
も
引
き
続
き
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
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第
８
回
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
多
田
富
田
林
市
長
は
、「
こ
の
合
併
協
議
会
で
方
式
が
新

設
合
併
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
が
、
昨
年
に
実
施
し
た
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ま
た
市
議
会
と
も
相
談
し
た
結
果
、
合
併
の
方
式
に
つ
い
て
は
、

編
入
合
併
で
協
議
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
の
考
え
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
協
議
会
に
お
い
て
合
併
の
方
式
は
、「
新
設
合
併
」
と
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
問
題
は
大
変
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
各
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
帰
り
、
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

３月13日、第８回合併協議会の模様

市
町
村
合
併
問
題
の

そ
の
後
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
問
題
の

そ
の
後
に
つ
い
て



今
日
の
厳
し
い
行
財
政
運
営
に
対

応
し
、
よ
り
簡
素
で
効
率
的
な
組

織
・
機
構
を
目
指
し
て
、
４
月
よ
り

組
織
、
機
構
を
改
善
し
ま
し
た
。

今
回
の
変
更
点
は
、
退
職
者
不
補

充
の
中
で
効
率
的
な
組
織
運
営
が
で

き
る
よ
う
２
部
、
４
課
を
減
ら
し
、

ス
リ
ム
化
を
図
り
ま
し
た
。

主
な
改
善
点
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

○
総
務
部
で
は
、
秘
書
課
を
総
務
課

に
統
合
し
ま
し
た
。

○
民
生
部
で
は
、
福
祉
課
と
健
康
課

を
統
合
し
健
康
福
祉
課
に
変
更
し

て
進
展
す
る
少
子
高
齢
化
に
対
応

し
ま
す
。

○
事
業
部
で
は
、
建
設
課
と
農
林
商

工
課
の
農
林
係
と
商
工
係
を
統
合

し
産
業
建
設
課
に
変
更
し
ま
し
た
。

ま
た
、
金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

と
香
楠
荘
の
管
理
業
務
に
つ
い
て

1
グ
ル
メ
杵
屋
を
指
定
管
理
者
に

指
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と

に
よ
り
金
剛
山
施
設
事
務
所
と
農

林
商
工
課
の
観
光
係
と
を
統
合
し

観
光
事
業
課
を
設
置
し
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
下
水
道
課
と
水
道
事

業
所
を
統
合
し
上
下
水
道
課
に
変

更
し
て
効
率
的
な
事
業
を
行
い
ま

す
。

○
会
計
課
を
会
計
室
に
変
更
し
ま
し

た
。

○
教
育
委
員
会
で
は
、
管
理
課
と
指

導
課
を
再
編
成
し
、
学
校
教
育
課

と
社
会
教
育
課
に
変
更
し
ま
し
た
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

３
月
２
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
子

育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
千
早
赤
阪
の

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
し
、虐
待
を
は
じ
め
、

子
育
て
に
関
す
る
深
刻
な
問
題
が
発

生
し
、
関
係
機
関
が
問
題
の
早
期
発

見
と
解
決
を
図
る
体
制
づ
く
り
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
つ
い
て
の
問
題
解
決
の

た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
織
し
、

具
体
的
な
対
応
と
予
防
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
こ
う
と
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

〜
人
権
問
題
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
〜

人
権
擁
護
委
員
と
大
阪
法
務
局
堺

支
局
の
担
当
者
が
、
あ
な
た
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
当
日
都
合
の
悪
い
人

は
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
直
接
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
に
つ
い
て

の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

日
時

５
月
７
日
f

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

役
場
第
２
会
議
室

人
権
擁
護
委
員

¡

山
本
澄
雄
　
1
&2
１
４
８
５

水
分
３
７
５
番
地
の
１

¡

田
中
鈴
代
　
1
&2
７
３
８
７

小
吹
68
番
地
の
８
８
９
　
　

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
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４
月
か
ら
役
場
の
組
織
、
機
構
が
変
わ
り
ま
し
た

新 し い 行 政 機 構 図

　　　　　　　　総務係�
　　　　　　　　秘書人事係�
　　　　　　　　企画財政係�
�
　　　　　　　　村民税係�
　　　　　　　　固定資産税係�
　　　　　　　　収税係�
�
　　　　　　　　住民係�
　　　　　　　　保険年金係�
　　　　　　　　環境衛生係�
　　　　　　　　人権啓発係�
�
　　　　　　　　福祉係�
　　　　　　　　高齢介護係�
　　　　　　　　保健予防係�
　　　　　　　　診療所�
�
　　　　　　　　建設係�
　　　　　　　　都市計画係�
　　　　　　　　産業係�
�
　　　　　　　　観光係�
　　　　　　　　金剛山ロープウェイ�
　　　　　　　　香楠荘�
�
　　　　　　　　庶務会計係�
　　　　　　　　業務係�
　　　　　　　　工務管理係�
�
�
　　　　　　　　会計係�
�
�　　　　　　　　庶務係�
　　　　　　　　議事係�
�
　　　　　　　　庶務学事係�
　　　　　　　　指導係�
　　　　　　　　施設管理係�
　　　　　　　　学校給食係�
�
　　　　　　　　社会教育係�
　　　　　　　　社会体育係�
�
　　事務局　(事業部　産業建設課）�
　　事務局　(総務部　総務課）�

総　務　課�

総　務　部�

民　生　部�

事　業　部�

議会事務局�議　　　会�

教育委員会�

農業委員会�
選挙管理委員会�

教育委員会事務局�

税　務　課�

住　民　課�

健康福祉課�

産業建設課�

観光事業課�

上下水道課�

学校教育課�

社会教育課�

会　計　室�

村　長�

収
入
役
事
務
兼
掌�

助　役�

教育長�

千早赤阪村では、昭和60年３月22日に

世界の恒久平和を願い「非核平和都市」

とすることを宣言しています。

子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

千
早
赤
阪
の
設
立
総
会

特
設
人
権
相
談



平
成
16
年
３
月
の
村
議
会
定
例
会
（
３
月
８
日
か
ら
25
日
）
が
開
催

さ
れ
、
初
日
に
大
向
村
長
か
ら
村
政
運
営
方
針
と
予
算
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
審
議
さ
れ
た
結
果
、
平
成
16
年
度
の
村
の
予
算
が
決
定
し
ま

し
た
。
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
、
総
額
52
億
８，

８
３
７
万
円
で
す
。

4

（単位‥万円）

歳入�

地方交付税地方交付税�
34.5%�%�
9億6,000万円万円�

地方交付税�
34.5%�
9億6,000万円�

村税村税�
22.4%�%�
6億2,300万円万円�

村税�
22.4%�
6億2,300万円�

村債�
16.3%�
4億5,510万円�

依�
自�
主�

財�

源�

存�

財�

源�

府支出金�
5.5%�
1億5,211万円�

国庫支出金�
2.4%�
6,762万円�

その他�
6.0%�
1億6,660万円�

その他�
2.3%�
6,317万円�

繰入金�
10.6%�
2億9,551万円�

64.7％�

35.3％�35.3％�

歳入（27億8,311万円）の内訳�

平成16年度 平成15年度 対 前 年 度 対 前 年 度
予　算　額 予　算　額 増　減　額 増　減　率

一　　　般　　　会　　　計 278,311 289,495 －11,184 －3.9％

国民健康保険
事業勘定 56,609 58,357 －1,748 －3.0％
施設勘定 6,728 7,029 －301 －4.3％

老 　 人 　 保 　 健 76,997 83,088 －6,091 －7.3％

特別会計
介 　 護 　 保 　 険 48,582 36,347 12,235 33.7％
下　水　道　事　業 30,444 30,849 －405 －1.3％
金 剛 山 観 光 事 業 4,540 17,807 －13,267 －74.5％

水 道 事 業
収益的支出 16,204 16,393 －189 －1.2％
資本的支出 10,422 7,829 2,593 33.1％

合　　　　　　計 528,837 547,194 －18,357 －3.4％

区　　分
会　計　別

会
計
別
で
み
た
予
算
額

平成16年度予算
一般会計　27億8,311万円

（前年度比　3.9％減）

特別会計　25億0526万円
（前年度比　2.9％減）



歳出�

民生費民生費�
18.0%�%�
5億55万円万円�

民生費民生費�
18.0%�%�
5億55万円万円�

民生費�
18.0%�
5億55万円�

公債費公債費�
16.8%�
4億6,664万円万円�

公債費�
16.8%�
4億6,664万円�

総務費総務費�
15.5%�%�
4億3,098万円万円�

総務費�
15.5%�
4億3,098万円�

教育費教育費�
14.5%�%�
4億396万円万円�

教育費�
14.5%�
4億396万円�

衛生費�
10.5%�
2億9,088万円�

土木費�
8.3%�
2億3,236万円�

消防費�
6.1%�
1億7,105万円�

農林水産業費�
4.9%�
1億3,547万円�

商工費�
2.0%�
5,520万円�

その他�
0.1%�
420万円�

議会費�
3.3%�
9,182万円�

歳出（27億8,311万円）の内訳�

5

村民１人当たりの歳出額
407,166円の内訳

2月末日 総人口

6,825人で算出

民 生 費

73,341円

公 債 費

68,372円

教 育 費

59,188円

土 木 費

34,045円

農林水産業費

19,849円

商 工 費

8,089円

総 務 費

63,147円

衛 生 費

42,620円

消 防 費

25,062円

議 会 費

13,453円

自
主
財
源

市
町
村
民
税
や
保
育
料
、
各
施
設
の
使

用
料
な
ど
、
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的

に
収
入
で
き
る
財
源
の
こ
と
。

依
存
財
源

地
方
交
付
税
や
府
支
出
金
な
ど
、
国
や

都
道
府
県
か
ら
、
定
め
ら
れ
た
額
を
交

付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す

る
財
源
の
こ
と
。

地
方
交
付
税

国
税
５
税
（
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、

消
費
税
、
た
ば
こ
税
）
の
一
定
割
合
の

額
で
、
地
方
公
共
団
体
間
の
財
源
の
不

均
衡
を
調
整
し
、
ど
の
地
域
に
住
む
住

民
に
も
標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
基

本
的
な
社
会
資
本
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
財
源
を
保
障
す
る
た
め
、
国
が
交
付

す
る
税
の
こ
と
。

村
　
　
債

村
が
資
金
調
達
の
た
め
負
担
す
る
債
務

で
、
そ
の
返
済
が
一
会
計
年
度
を
超
え

て
行
わ
れ
る
も
の
。

財
政
用
語
の
説
明
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豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
を

守
り
、
伝
え
、
活
用
し
ま
す

金
剛
山
施
設
の
維
持
管
理

１，

１
０
０
万
円

自
然
・
歴
史
文
化
の
情
報
を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
自
然
の
中
で
学
び
、
ふ
れ
あ
い
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
維
持
管

理
に
努
め
ま
す
。

文
化
財
の
調
査
な
ど

２
５
７
万
円

歴
史
文
化
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
重
要

な
資
料
・
史
跡
な
ど
の
保
存
管
理
に
努
め
ま

す
。

郷
土
資
料
館
の
運
営

６
４
２
万
円

村
立
郷
土
資
料
館
の
管
理
運
営
を
、
社
団

法
人
楠
公
史
跡
保
存
会
に
委
託
し
ま
す
。

便
利
で
、こ
こ
ち
よ
く
暮
ら
せ
る

都
市
基
盤
を
形
成
し
ま
す

道
路
の
改
良
・
維
持
工
事
な
ど

６
２
６
万
円

各
地
区
の
要
望
を
踏
ま
え
て
、
緊
急
を
要

す
る
箇
所
か
ら
生
活
道
路
の
改
良
・
維
持
補

修
な
ど
を
し
ま
す
。

（
仮
称
）
村
道
大
森
線
の
新
設
工
事

５
０
０
万
円

国
道
３
０
９
号
線
河
南
・
赤
阪
バ
イ
パ
ス

か
ら
、
村
道
畑
田
ひ
え
の
前
線
を
結
ぶ
道
路

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

交
通
安
全
施
設
の
設
置

１
４
０
万
円

道
路
の
危
険
箇
所
に
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

下
水
道
の
整
備

１
億
４，

１
３
２
万
円

平
成
15
年
度
末
の
普
及
率
が
約
29
・
３
％

と
な
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
面
積
は
１
３

６
・
45
ha
、
全
体
計
画
面
積
に
対
し
て
、
約

37
・
４
％
の
整
備
率
と
な
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
未
整
備
地
域
の
布
設
工
事
な
ど
を
行
い

ま
す
。

上
水
道
の
整
備

６
１
０
万
円

破
損
し
や
す
い
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
老
朽

管
更
新
事
業
に
対
し
て
、
一
般
会
計
よ
り
出

資
し
ま
す
。

循
環
バ
ス
「
く
す
の
き
号
」
の
運
行６

８
万
円

ワ
ゴ
ン
車
（
８
人
乗
り
）
に
よ
る
直
営
方

式
に
改
め
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
（
祝

日
な
ど
除
く
）、
く
す
の
き
ホ
ー
ル
と
小
吹

台
間
の
運
行
と
し
ま
す
。

地
域
資
源
を
生
か
し
て
産
業

を
振
興
し
ま
す

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業７，

１
８
７
万
円

大
阪
府
営
事
業
で
水
分
地
区
の
ほ
場
整
備

等
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。
ま
た
、
金
剛
山

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
千
早
駅
周
辺
で
整
備
す
る

「
交
流
ふ
れ
あ
い
施
設
」
の
詳
細
設
計
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
基
盤
・
森
林
整
備
事
業２，

６
０
６
万
円

た
め
池
（
宮
池
）
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
集
落
水
源
山
地
整
備
事
業
の
指
定
を

受
け
た
岩
井
谷
水
源
地
区
域
で
造
林
・
下

刈
・
除
間
伐
な
ど
森
林
整
備
に
努
め
ま
す
。

ここここ
のののの
よよよよ
うううう
にににに使使

使使
いいいい
まままま
すすすす

一
般
会
計
は
、
前
年
度
予
算
額
に
比
較
し

て
、
普
通
建
設
事
業
費
の
抑
制
や
人
件
費
の

縮
減
な
ど
に
よ
り
３
・
９
％
減
の
27
億
８，

３
１
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
景
気
低

迷
の
影
響
な
ど
に
よ
る
税
収
の
減
や
地
方
交

付
税
な
ど
の
減
少
に
よ
る
財
源
不
足
に
つ
い

て
は
、
各
種
基
金
を
取
り
崩
し
て
対
応
し
ま

し
た
。

特
別
会
計
は
、
前
年
度
予
算
額
に
比
較
し

て
、
２
・
９
％
減
の
総
額
25
億
５
２
６
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
介
護
保
険
特
別
会
計
が
、

保
険
給
付
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
33
・
７
％

の
増
、
一
方
、
金
剛
山
観
光
事
業
特
別
会
計

は
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
・
香
楠
荘
の
運
営
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り

74
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
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消
防
・
防
災
対
策
事
業１

億
３，

４
９
７
万
円

消
防
業
務
を
引
き
続
き
富
田
林
市
に
委
託

し
、
地
域
の
防
災
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
救

急
業
務
の
充
実
の
た
め
、
千
早
赤
阪
分
署
の

救
急
車
を
更
新
（
買
い
換
え
）
し
ま
す
。

だ
れ
も
が
地
域
を
誇
れ
る

こ
こ
ろ
を
育
み
ま
す

英
語
指
導
・
情
報
教
育

８
３
２
万
円

21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
を

視
野
に
入
れ
、
国
際
化
や
情
報
化
に
対
応
し

た
教
育
を
充
実
す
る
た
め
、
引
き
続
き
英
語

指
導
助
手
の
配
置
や
情
報
教
育
の
環
境
整
備

に
努
め
ま
す
。

教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援

２
０
万
円

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
「
教
育
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
、
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

母
子
の
健
や
か
な
育
成
と
子
育
て
支
援
を
推

進
し
ま
す
。

予
防
接
種
事
業

６
０
８
万
円

従
来
か
ら
個
別
接
種
の
風
し
ん
、
麻
し
ん

に
加
え
、
三
混
・
日
脳
の
個
別
接
種
化
を
図

り
い
つ
で
も
体
調
の
よ
い
時
に
受
け
ら
れ
る

体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
策
定

１
６
５
万
円

急
速
な
少
子
化
を
踏
ま
え
て
、
次
代
の
社

会
を
担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、
育

成
さ
れ
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
助
成２，

３
６
１
万
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
な
ど
、
地
域

社
会
の
核
と
し
て
事
業
を
展
開
し
、
地
域
福

祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
活
動
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続
き
高
齢
者
の
生
き
が
い
拠
点
施
設
「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」の
管
理
運
営
を
委
託
し
ま
す
。

救
急
医
療
事
業

１，

０
４
９
万
円

休
日
・
夜
間
で
の
多
様
な
救
急
患
者
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
近
隣
市
町
や
関
係
機
関
と

の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
休
日
診
療
や
小
児

夜
間
救
急
な
ど
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

浄
化
槽
の
設
置
補
助

５
１
７
万
円

生
活
排
水
の
適
正
処
理
の
推
進
と
環
境
保

全
の
た
め
、浄
化
槽
の
設
置
を
補
助
し
ま
す
。

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
対
策

９
９
２
万
円

循
環
型
社
会
を
推
進
す
る
た
め
、
資
源
ご

み
の
分
別
収
集
や
一
層
の
減
量
化
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
村
内
一
斉
の
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
す
。

老
人
保
健
事
業

１，

６
７
３
万
円

各
種
の
健
診
（
検
診
）
や
健
康
教
室
を
実

施
し
、
疾
病
の
早
期
発
見
や
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
の
実
施
や
検
診
デ
ー
タ
の
シ

ス
テ
ム
化
を
図
り
、健
康
管
理
に
努
め
ま
す
。

母
子
保
健
事
業

２
９
０
万
円

乳
幼
児
健
診
や
各
種
教
室
な
ど
を
実
施
、

観
光
振
興
事
業

６
５
１
万
円

農
業
文
化
祭
に
併
せ
て
行
う
「
か
か
し
コ

ン
テ
ス
ト
」
や
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
奉

建
塔
周
辺
史
跡
・
上
赤
阪
城
跡
な
ど
の
景
観

向
上
を
図
り
ま
す
。

地
域
就
労
支
援
事
業

１
０
３
万
円

障
害
者
・
母
子
家
庭
の
母
親
・
中
高
年
齢

者
な
ど
で
、
働
く
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
就
職
で
き
な
い
人
を
支

援
す
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
を
形
成
し
ま
す

介
護
保
険
事
業

６，

８
２
８
万
円

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
、
老
化
に
と
も
な
う

病
気
な
ど
で
、
介
護
や
支
援
が
必
要
と
認
め

ら
れ
た
場
合
に
必
要
な
保
険
給
付
を
し
ま
す
。



総
務
省
で
は
、
買
い
物
な
ど
の
つ

い
で
に
行
政
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な

相
談
に
対
応
で
き
る
総
合
的
な
窓
口

と
し
て
「
大
阪
総
合
行
政
相
談
所
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

同
相
談
所
で
は
、国
の
行
政
機
関
、

地
方
公
共
団
体
や
各
種
団
体
な
ど
か

ら
専
門
家
が
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
な

ど
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

場
所
　
大
丸
大
阪
心
斎
橋
店

南
館
８
階
（
美
術
画
廊
奥
）

日
時
　
百
貨
店
の
営
業
日
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

（
第
１
・
２
・
３
水
曜
日
は

午
後
７
時
30
分
ま
で
）

受付時間や相談内容・参加機関名については、あら
かじめ確認ください。
１月、５月の法律相談は、第３土曜日に変更します。
〈問い合わせ〉
大阪総合行政相談所
106（6241）5111 506（6241）5270

＊は、行政一般を示す

〜
大
阪
総
合
行
政
相
談
所
か
ら

お
知
ら
せ
〜

更
新
受
付
時
間

即
日
交
付

午
前
８
時
45
分
〜

午
後
２
時
30
分

な
お
、
午
後
２
時
30
分
以
降
の
受

け
付
け
は
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

最
寄
駅

泉
北
高
速
鉄
道
「
光
明
池
駅
」
か

ら
徒
歩
５
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場

1
０
７
２
５
%6
１
８
８
１

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
で
は
、

運
転
免
許
の
更
新
（
切
替
）
な
ど
に

車
で
来
場
さ
れ
る
人
が
多
く
、
駐
車

場
が
満
車
状
態
と
な
り
、
入
場
ま
で

に
相
当
の
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
の

で
、
来
場
は
、
電
車
・
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
を
利
用
く
だ
さ
い
。

特
に
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

普
段
の
２
倍
以
上
の
来
場
で
大
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

受
付
期
間

月
〜
金
曜
日

（
祝
日
、
振
替
休
日
を
除
く
。）

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
は

５
月
20
日
E
ま
で

労
働
保
険
料
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
の
申
告
・
納
付
は
お
早
め
に
。

〈
相
談
・
問
い
合
わ
せ
〉

¡
羽
曳
野
労
働
基
準
監
督
署

1
０
７
２
９
%6
７
１
６
１

申
告
書
の
記
入
方
法
な
ど

¡
大
阪
労
働
局
労
働
保
険
適
用
課

1
06
（
４
７
９
０
）
６
３
４
０

労
働
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

¡
大
阪
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

1
06
（
４
７
９
０
）
６
３
３
０

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら

減
速
す
る
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ
る

運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
は
明
る
い
服

装
に
心
が
け
、
反
射
材
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

●
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

信
号
、
一
時
停
止
な
ど
の
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
通
行
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
横
を
通
行
す
る
と
き

は
、
減
速
し
、
十
分
な
間
隔
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

「
面
倒
だ
か
ら
」「
す
ぐ
近
く
だ

か
ら
」
と
い
う
安
易
な
気
持
ち
を
持

た
ず
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

幼
児
を
乗
せ
る
と
き
は
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
め
い
わ
く
駐
車
・
放
置
自
転
車
の

追
放

駐
車
す
る
と
き
は
、
駐
車
場
・
駐

輪
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

8

平成16年度月間基本スケジュール表

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
へ
は
公
共
交
通
機
関
で

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動４月
６
日
〜
15
日

運動の重点
¡子どもと高齢者の交通事故防止
¡自転車の安全利用の推進
¡シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
¡めいわく駐車・放置自転車の追放
スローガン
¡しっかりと　ルール守って　事故防止
¡自転車の　免許はモラルと　思いやり
¡ドアしめて　ベルトしめて　気をしめて
¡その駐車　あなたはよくても　みんなが困る

デ
パ
ー
ト
で
相
談
で
き
ま
す

デ
パ
ー
ト
で
相
談
で
き
ま
す�
デ
パ
ー
ト
で
相
談
で
き
ま
す

デ
パ
ー
ト
で
相
談
で
き
ま
す�
デ
パ
ー
ト
で
相
談
で
き
ま
す�

週 月 火 水 木 金 土 日
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

１ 大阪府政 郵便 健康 登記 教育 法律
人権 （要予約）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
２ 税関 電気通信公団住宅 住宅 労働 健康

健康
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

３ 福祉 大阪市政 健康 消費者
心配ごと ＊
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

４ 環境 税金 交通事故 住宅 社会保険 健康
［2月休止］



３
月
３
日
午
後
２
時
ご
ろ
、
村
内

の
粗
大
ご
み
収
集
中
に
、
ご
み
収
集

車
の
爆
発
・
炎
上
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

こ
の
爆
発
・
炎
上
で
収
集
車
の
油

圧
・
電
気
系
統
が
損
傷
し
、
ボ
デ
ィ

ー
は
外
側
ま
で
大
き
く
こ
げ
落
ち
収

集
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

事
故
発
生
後
、
ご
み
の
内
容
物
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
ガ
ス
の
残
っ
た
カ

セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
着
火
用
電
池

の
入
っ
た
ま
ま
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
が
あ

り
ま
し
た
。
収
集
車
内
で
ガ
ス
コ
ン

ロ
の
火
花
が
、漏
れ
た
ガ
ス
に
引
火
、

爆
発
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

昨
年
10
月
に
も
「
草
焼
器
」
が
原

因
で
収
集
車
の
火
災
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

今
一
度
、
こ
の
よ
う
な
事
故
の
再

発
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
ご

み
の
適
切
な
排
出
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

献
　
血

３
月
７
日
に
行
い
ま
し
た
「
愛
の

献
血
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

受
付
数
　
45
人

◎
次
回
の
予
定
は
７
月
12
日
b
で

す
。
今
後
と
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
献
血

推
進
協
議
会
　
1
&2
０
２
９
４

在
宅
寝
た
き
り
老
人
介
護
者

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

在
宅
寝
た
き
り
老
人
の
介
護
者
が

一
時
的
に
介
護
か
ら
解
放
さ
れ
、
心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
い
た
だ

く
事
業
で
す
。

そ
の
間
、
寝
た
き
り
老
人
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
短
期
保
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
の
利
用
に
よ

り
、
介
護
者
は
日
ご
ろ
の
介
護
疲
れ

を
い
や
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
老
人

を
主
と
し
て
介
護
し
て
い
る
人
（
介

護
を
職
業
と
し
て
い
る
人
を
除
く
）

①
村
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住

し
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
老
人

②
４
月
１
日
以
前
１
年
以
上
常
時
寝

た
き
り
で
、
そ
の
状
態
が
継
続
す

る
と
見
込
ま
れ
る
人

内
容
　
村
営
「
香
楠
荘
」
宿
泊
利
用

券
２
万
円
相
当
額
を
給
付
し

ま
す
。
利
用
で
き
る
期
間
は

５
月
１
日
か
ら
平
成
17
年
３

月
末
日
で
す
。

申
請
　
所
定
の
申
請
用
紙
に
、
地
区

民
生
委
員
の
証
明
を
受
け
、

４
月
30
日
ま
で
に
村
社
会
福

祉
協
議
会
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
新
田
　
望
（
二
河
原
辺
２
２
８
）

金
５
０，

０
０
０
円

亡
母
ヨ
シ
子
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

春
の
地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

運
動
中
の
重
点
事
項
と
し
て
、
次

の
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

¡
１
つ
の
ド
ア
に
錠
は
２
つ
以
上
と

り
つ
け
ま
し
ょ
う
。

¡
散
歩
や
隣
近
所
へ
行
く
と
き
に
も
、

必
ず
戸
締
ま
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

¡
隣
近
所
と
一
声
か
け
あ
い
、
地
域

の
皆
さ
ん
で
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

¡
徒
歩
の
と
き
は
、
バ
ッ
ク
を
車
の

通
る
反
対
側
に
し
っ
か
り
と
持
ち

ま
し
ょ
う
。

¡
自
転
車
の
前
か
ご
に
入
れ
る
と
き

は
、
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
な

ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

¡
自
転
車
や
単
車
を
止
め
る
時
は
、

必
ず
鍵
を
か
け
、
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な

ど
の
補
助
錠
も
か
け
ま
し
ょ
う
。

¡
自
動
車
を
駐
車
す
る
時
は
、
エ
ン

ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ
ク

を
し
て
車
内
に
は
、
現
金
、
貴
重

品
を
置
か
な
い
な
ど
し
て
、
自
動

車
盗
、
車
上
狙
い
の
被
害
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
５
つ
の
約
束

①
一
人
で
遊
ば
な
い
。

②
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
行
か
な
い
。

③
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら

大
声
を
出
し
て
助
け
を
求
め
、

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
へ
逃

げ
込
み
ま
し
ょ
う
。

④
だ
れ
と
ど
こ
で
遊
ぶ
か
、
い
つ
帰

る
か
を
家
の
人
に
言
っ
て
か
ら
出

か
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
友
だ
ち
が
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に

っ
た
ら
、
す
ぐ
に
大
人
の
人
に
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

架
空
請
求
に
ご
用
心
！

最
近
、
不
特
定
多
数
に
、
電
子
メ

ー
ル
や
郵
便
を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
料
サ
イ
ト
利
用
料

金
や
金
融
業
者
に
対
す
る
未
返
済
金

と
称
し
て
架
空
の
支
払
い
請
求
を
行

な
う
事
案
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

対
策
と
し
て

¡
「
決
し
て
支
払
わ
な
い
。」

（
一
度
支
払
え
ば
、
次
々
と
新
た

な
請
求
を
受
け
ま
す
。）

¡
「
決
し
て
相
手
の
業
者
に
連
絡
し

な
い
。」（
あ
な
た
の
個
人
情
報
を

知
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

不
審
に
思
っ
た
時
は
、
迷
わ
ず
ご
相

談
を
！

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
警
察
署
防
犯
係

1
@5
１
２
３
４

9

ご
み
収
集
車
が
爆
発
・

炎
上
し
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

春
の
地
域
安
全
運
動４
月
21
日
〜
30
日

侵
入
盗
の
防
止

悪
質
商
法
に
注
意
を

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
ろ
う

ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
街
頭
犯
罪
防
止



や
ま
ゆ
り

これまで、三種混合と日本脳炎の予防接種は、保健セン
ターでの集団接種で行っていましたが、４月より、医療機
関での個別接種になります。
予防接種は、子どもの体調の良好な時に行うのが望まし
いとされています。個別接種の実施により、接種機会が増
え、体調の良い時に、普段の様子を良く知っているかかり
つけの医療機関で、予防接種が受けられるようになります。
なお、今回から個別接種となった三種混合・日本脳炎予
防接種の予診票は、手持ちの『予防接種手帳』に添付され
た用紙ではなく、医療機関に備え付けの予診票を使用くだ
さい。

これからの予防接種体制

実施医療機関（個別接種）

４月より三種混合と日本脳炎も
個別接種になります

いきいきサロン健康相談
（年間予定）

種　類 月　日 対　象 備　考

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

生後●●●
ポ　リ　オ ４月12日b ３カ月以上

90カ月未満

¡母子手帳、予診票持参。
¡平熱が37℃以上の人
は接種前１週間分の
体温を記録して持参。

¡ポリオワクチンは下痢
の場合、受けられません。

※予防接種手帳をよくお読みください。

健康診査＆相談など

10

種　　　類 月　日 受　付 備　　考
（祝日は除く）

富
田
林
保
健
所
　
1
@3

２
６
８
１

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

電話で予約必要
（先着順）
検査手数料が必
要な場合があり
ます

電話で予約必要

予約不要
電話相談可

予約不要、匿名
での検査も可
エイズ抗体検査
は無料、梅毒血
清反応検査、ク
ラミジア抗体検
査は手数料が必
要になる場合が
あります

電話で予約必要
（先着順）
検査手数料が必
要

午前
一 般 健 康 相 談 第１・３・４ ９時30分

水曜日 ～10時30分

午前
血　液　検　査 第１・３・４ ９時30分
［肝炎ウィルス検査］ 水曜日 ～10時30分

b～f
午前

こころの健康相談 （予約制） ９時30分
～午後５時

エイズに関する
午前

相　　　　　　談 b～f ９時30分
～午後５時

血　液　検　査
第１・３・４

午後
エイズ・梅毒 水曜日 １時～
クラミジア ２時30分

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
康
福
祉
課
　
1
&2

０
０
６
９

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き

な か よ し 広 場 ４月６日c 午前10時 ０歳～幼稚園入
親と子の交流会 ４月20日c ～11時30分 園前の乳幼児と

５月11日c 保護者
１ 歳 ６ カ 月 児 午後１時 平成14年７月
健　康　診　査 ～１時10分 ～９月生

３ 歳 ６ カ 月 児 ４月７日d 午後 平成12年７月
健　康　診　査 １時45分 ～９月生

～１時55分
午後１時 平成14年１月２歳児歯科健診
～１時15分 ～３月生
1歳6カ月・2歳
午後1時45分

歯科フォロー健診
４月16日f ～2時

３歳６カ月
午後2時15分
～2時30分
午前10時 歯・歯ぐき・入

個 別 歯 科 相 談 ４月19日b ～11時30分 れ歯に関する相
談を希望する人

あかちゃん広場 ４月20日c
午前10時 ０～１歳ごろまで

（交流会･遊び･相談） ～11時30分 の乳幼児

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談 ４月23日f １時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善
したい人

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ４月27日c ～正午護など相談を希（電話・来庁） 望する人

４月２日f
保健師による ５月７日f

午後 健康・介護・育

健 康 相 談
１時30分 児など相談を希

４月14日d
～３時30分 望する人

予防接種名 対象年齢 接種回数 実施方法

ポリオ 生後３～90カ月未満 ６週以上の間隔で２回

ＢＣＧ 生後３～48カ月未満 ツベルクリン反応検査
後１回

３～８週の間隔で３回、
三種混合 生後３～90カ月未満 その後１年以上の間隔

をおき１回

麻しん 生後３～90カ月未満 １回
風しん 生後３～90カ月未満 １回

日本脳炎 生後36～90カ月未満 １～４週の間隔で２回、
その後１年をおき１回

保健セン
ターでの
集団接種

指定の医
療機関で
の個別接
種

※小・中学生を対象とした日本脳炎とジフテリア･破傷風
の予防接種は学校での集団接種です。

※この他に富田林市、河南町にある指定の医療機関でも接
種できます。予約が必要な場合もありますので、事前に
医療機関へ問い合わせください。

〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

医療機関名 場　所 電　話

村国保診療所 保健センター内 1&20038

植田診療所 小吹台 1&21362

いきいきサロンでは毎月１回保健師による健康・介護
育児などに関する健康相談を実施しています。お気軽に
相談ください。
実施日
【やまゆり】ラウンジにて
４月14日・５月12日・６月９日・７月22日
８月11日・９月８日・10月13日・11月10日
12月８日・１月20日・２月９日・３月９日
【くすのき】健康相談室にて（各金曜日）
４月２日・５月７日・６月４日・７月16日・８月13日
９月３日・10月１日・11月５日・12月３日・１月７日
２月４日・３月４日

時間 午後１時30分～３時30分
費用 無料
〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

１歳６カ月・２
歳・３歳６カ月
児健診で虫歯に
なりやすいと判
定された幼児

［ ］
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狂犬病は、すべてのほ乳類に感染し、発症すれば有効な
治療法はなく、回復は見込めない恐ろしい病気で、アジア
の国々では多数の発生例が報告されています。日本では、
犬の登録と予防注射が徹底化され、近年、狂犬病は発生し
ていません。しかし、国際交流が盛んである現在、狂犬病
が侵入し発生することも予測されます。
村では、巡回による飼い犬の登録および狂犬病予防集合
注射を行います。飼い犬は、狂犬病予防法に基づき、登録
と年１回の狂犬病予防注射の接種が義務付けられています
ので、この機会に受けておきましょう。

飼い犬登録と狂犬病予防集合注射

○がん検診は4月から一部費用負担が必要です。
○胃・大腸・子宮・乳がん検診の予約時期が変更になりました。
従来は実施月の２カ月前から受付していましたが、平成
16年度より変更します。
４・５・６月分の検診⇒受け付け中
９・10・11月分の検診⇒６月１日より受け付け開始

【４・５・６月分のがん検診の予約を受け付けしています。】

場所 保健センター
対象 30歳以上の住民
＊負担していただく費用はいずれも検査料金の１割程度です。
当日受付で支払ってください。
（生活保護世帯の人は費用が免除されます。役場福祉係
へ事前に申し出てください。）
＊定員になり次第締め切ります。予約者には受診票と詳し
い案内を送ります。
＊対象年齢以外の人で上記検診を希望する人や、介助の必
要な人は相談ください。
＊大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られな
い場合は必ず相談ください。

〈予約・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

※４月22日の胃・大腸がん検診は定員になりましたのでキャ
ンセルまちです。

が ん 検 診 の お 知 ら せ

子 　 宮 　 が 　 ん
月日 ４月８日e・５月21日f

受付 午後１時30分～３時
定員 各80人

問診・内診・子宮頚部細胞診・必要者のみ子宮
内容

体部細胞診
費用 頚部―300円・体部―200円

乳　　　が　　　ん
月日 ５月21日f

受付 午後１時30分～３時
定員 50人
内容 問診・視診・触診・乳房Ｘ線検査または超音波検査
費用 500円

胃 ・ 大 腸 が ん
月日 ５月14日f・５月16日a・６月16日d

受付 午前９時～11時15分
定員 各60人

内容
胃－問診・Ｘ線間接撮影
大腸－問診・便潜血検査

費用 胃－400円・大腸－100円

遊びの教室では「いっしょに遊ぼ！」をテーマに、手遊
びやリズム体操、手作りおもちゃ作りなどを行います。家
ではできないダイナミックな遊びも企画しています。
お子さんと一緒に遊びに来ませんか？
日時 ５月20日・５月27日・６月３日・６月10日・

６月17日・６月24日の６回（各木曜日）
午前10時～午前11時30分

場所 保健センター　　費用　無料
対象 １歳６カ月から２歳６カ月ごろの幼児とその保護者

兄弟姉妹も同伴可
定員 15組（先着順、初回の人優先）
受付 ４月５日b～４月30日f
〈申し込み･問い合わせ〉
健康福祉課（保健センター）1&20069

午前　
９時30分～９時50分
10時00分～10時20分
10時30分～10時50分
11時00分～11時20分
11時30分～12時00分
午後　
１時00分～１時20分
１時30分～２時20分
２時30分～２時50分
３時10分～３時30分

４月５日b

雨天中止
の場合
４月９日f

４月15日e

雨天中止
の場合
４月19日b

午前　
９時30分～９時45分
９時55分～10時25分
10時35分～10時50分
11時00分～11時40分
11時50分～午後０時10分
午後　
１時10分～３時10分

吉年老人憩いの家前
東阪バス停前（旧ＪＡ大阪南千早支店前）
上東阪消防倉庫前
中津原集会所前（中津橋横）
小吹老人憩いの家前

小吹台老人憩いの家前

桐山老人憩いの家下
二河原辺ちびっこ老人憩いの広場
水分地区利用組合みかん貯蔵所前
川野辺老人憩いの家前
森屋消防倉庫前

村立保健センター前
ＪＡ大阪南赤阪支店前
自然休養村管理センター駐車場
千早老人憩いの家前

※時間については前後する場合がありますので、ご了承く
ださい。

※４月８日の乳がん検診は定員になりましたのでキャンセ
ル待ちです。

遊 び の 教 室 参 加 者 募 集

注意事項
①　登録済の飼い犬については、実施案内を３月下旬に郵
送します。当日は、実施案内に同封の狂犬病予防注射
交付手数料領収書を必ず持参ください。

②　集合注射料金は3,200円です。
なお、生後91日以上の犬の飼主は、飼った日から30日
以内に登録をし、鑑札をつけるよう法律で定められて
います。登録（手数料3,000円）は生涯１回です。

③　雨天の場合、中止することがありますので、住民課ま
で問い合わせください。

④　狂犬病予防注射は毎年１回必ず受けなければいけませ
ん。集合注射を受けられなかった場合は、最寄りの動
物病院で狂犬病予防注射を済ませた後、住民課で済票
の交付手続をしてください。済票は、飼犬につけるよ
う法律で定められています。交付手数料は550円です。

⑤　捨て犬や野犬については、富田林保健所1@32681に相
談してください。

〈問い合わせ〉¡住民課
¡健康福祉課（保健センター） 1&20069
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鳥インフルエンザと人のインフルエンザは異なったウイルスです。

人が鳥インフルエンザウイルスに感染するのは、感染した鳥と近距離で接触した場合、または

その内臓や排泄物に接触した場合などが考えられています。

日常の生活の中では、鳥インフルエンザウイルスに関する特別な予防を行う必要はありません。

鳥や動物に直接接触したり、養鶏農場に立ち入った場合は手洗い、うがいをしましょう。

鳥インフルエンザの流行が見られている鶏舎などへの出入りは、必要のない限り避けてください。

必要があって鶏舎に出入りするときは、次の感染予防対策を実施するよう心がけてください。

鶏肉や鶏卵を食べることによって人が感染をした例はありません。

ウイルスは適切な加熱により死滅するとされており、一般的な方法として、食品の中心が70℃
になるよう加熱すれば死滅します。

これまでペットとして家庭などで飼養していた鳥が直ちに危険になるということはありませ

ん。引き続き飼っていただきますようお願いします。ただし、念のためトリをインフルエンザか

ら守り、また人への感染を予防するために飼っている鳥と野鳥との接触をさけ飼養場所を清潔に

しましょう。また、鳥に触ったり世話をした後は手洗い、うがいをしましょう。

なお、突然多数の鳥が死ぬなど異変があれば大阪府環境農林水産部農政室畜産振興グループ

（106（6944）6745）にお知らせください。

〈相談・問い合わせ〉富田林保健所 1@32681

¡フィット性の良い医療用のマスク、手袋、長靴の使用

¡解体などの鳥の体液に接触する場合は、ゴーグル、ガウン（エプロン）の着用

¡作業後に必ず石鹸と流水での手洗いを実施

鳥インフルエンザに関するＱ＆Ａ

Ｑ１：　高病原性鳥インフルエンザは、人に感染するのですか？

Ｑ2：　人ではどのような予防方法がありますか？

Ｑ3：　高病原性鳥インフルエンザウイルスが存在した鶏肉や鶏卵を食べても大丈夫ですか？

★　ペットで鳥を飼養されている皆さんへ！

高病原性鳥インフルエンザについて高病原性鳥インフルエンザについて
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森屋　　林　　遼太郎 さん
＜20歳　獅子座＞

職業（学校）は・・・
大阪芸術大学で文学について勉強しています。
趣味は・・・
ビートルズの音楽を聴いたり、また、ギター

で演奏したりしています。
やっぱりビートルズは最高です。
夢は・・・
ビートルズのメンバーのジョン・レノンの大

ファンです。彼が晩年生活していたニューヨー
クは訪ねたので、今度は生まれたイギリスのリ
バプールへ行ってみたいです。
最近、楽しいと思ったことは・・・
２月末、高校時代の友人と大阪城ホールで開

催された、忌野清志郎さんのライブイベント
「続・ナニワサリバンショー」に行きました。
彼は若々しくて声も最高でした。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・
市町村合併について、メリットやデメリツト

をもっと分かりやすく公表すべきだと思いま
す。若い人たちにも、わかりやすく説明してほ
しい。
来月号は・・・
友人の妹の西口ゆかりさんです。
西口さんへメッセージを・・・
今度、3人で食事に行きましょう。

小学校1年の
とき、遠足に行
ったときの写真
です。（写真下）

RyotaroHayashi

167

参加者募集中�
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
　
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

（社）楠公史跡保存会「お花見シーズン到来」
３月16日のうららかな春日、楠公史跡保存会会員は奉建

塔の周りの桜の開花を前に100個余りの「ぼんぼり」を吊
る作業をしているところにおじゃましました。
奉建塔の桜は、昭和49年10月楠公史跡保存会により植え

られたもので、今ではりっぱに育ち名所になっています。
岡本勇理事長は、「ぼんぼりは、今年も花が散る4月中旬

ごろまで点灯しています。夜桜も楽しんでください。」と
話していました。
また、奉建塔の近く（くすのきホール南側）にある「ツカ

ネ山」に桜13本、つつじ300本、やまぶき200本、あじさい
250本を植栽しました。遊歩道なども整備されたツカネ山
からの眺めは良く、一度訪れてはいかがでしょうか。

▲ツカネ山



地域みんなの楽しい交流会

●森屋地区・世代間交流会● ●吉年地区・世代間交流会●
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２月11日、吉年地区では、第３回ふれあい世代間
交流会が開催されました。
当日は、２歳から87歳まで70人が参加。グラウン

ドゴルフや昼食会、また、午後から楠批庵住職によ
る「生きるということ」のテ－マで、生々しい戦争
体験の話や、間違って戦死と公報された話をまじえ
ながら、平和のありがたさや命の尊さをしみじみ語
っていただきました。
最後にトチ餅つき大会を行い、参加者は「ふだん

会わない人と一緒に過ごし楽しかった。」と話して
いました。

３月14日、森屋地区の世代間交流事業として、
「大阪府警音楽隊のブラスバンド演奏と交通安全教
室」などが赤阪小学校体育館で開催されました。
参加者300人余りは、府警音楽隊の「世界に１つ

だけの花」「いつも何度でも」「good luckのテーマ曲」
など迫力ある名演奏に聴き入っていました。その後、
婦警による交通安全教室では住民が参加し○×式で
分かりやすく指導を受けました。
また、パトカーや白バイも運動場に展示され乗せ

てもらったり、一緒に写真を撮ったりして、賑わっ
ていました。

●げんき保育園●

サッカー大会で準優勝

３月２日、太子町立総合スポーツ公園で第15

回南大阪ブロック民間保育園連盟・卒園の記念
サッカー大会が開催されました。
大会には、保育園５歳児19人が参加。混合の

部（13チーム）で準優勝しました。
園児たちは寒空のなか、元気一杯のプレーで

楽しい思い出づくりをしました。

むらの話題
あ　れ　こ　れ
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

昨年11月に行った赤阪みかん狩り園での撮影会
の作品などを含む千早赤阪村農業フォトコンテス
トの入賞作品が決定しました。
これらの入賞作品（全15点）は、４月３日から11

日までくすのきホール、
４月14日から25日まで
ちはや星と自然のミュ
ージアムで展示します。

特選は「元気に育って」
●写真コンテスト●

２月22日、くすのきホールでこごせ幼稚園の第４
回生活発表会が開催されました。
当日、５歳児はコンピューターで描いた「さるか

に合戦」のはなしを、４歳児は、「Let's Enjoy
English!」の英語遊び、３歳児は舞台いっぱいに
「おかしのほしのくいしんぼう」のダンスなどを行
いました。日ごろの幼稚園で学んだことを披露し、
園児一人ひとりが輝いていました。

大きい舞台で堂々と

●こごせ幼稚園●

平成15年度の卒業式、卒園式が開催されました。
３月12日の中学校の卒業式では、東校長先生から
「気概をもって自分の人生を歩んでほしい」の言葉
が添えられ68人の生徒一人ひとりに卒業証書が渡さ
れました。
卒業生たちは、友だちや先生と別れを惜しみなが

ら、３年間慣れ親しんだ校舎を後にしました。
また、18日は村内４小学校で卒業式が行われ58人

の児童が、19日にはこごせ幼稚園でも30人の園児が
元気に巣立っていきました。

旅立ちのとき
●卒業式・卒園式●

特選「元気に育って」
野中久美子さん

入選「嬉しいみかん狩り」
菅　玉枝さん
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架
空
請
求
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

見
覚
え
の
な
い
請
求
書

読
ん
で
み
る
と
「
す
ぐ
に
振
り
込
め
」
と
い
う
文
字
が
目
に
付
き
ま

す
。
自
宅
ま
で
回
収
に
行
く
と
の
内
容
に
恐
怖
を
覚
え
ま
す
。
請
求
の

内
容
は
、
ア
ダ
ル
ト
番
組
の
利
用
料
金
な
ど
が
多
い
よ
う
で
す
。

で
も
、
見
覚
え
の
な
い
請
求
は
、
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一

度
支
払
う
と
お
金
を
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り
戻
す
の
は
大
変
で
す
。
さ
ら
に
、
悪
質
商
法

を
助
長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
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せ
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と
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番
号
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
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迫
ま
が
い
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場
合
は
、
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に
届
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ょ
う
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債
権
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り
立
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を
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乗
る
業
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
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す
。

本
当
に
代
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し
て
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は
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託
や
代
行
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け
て
い
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渡
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た
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渡
先
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ら
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譲
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知
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利
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譲
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が
届
い
て
な
け
れ
ば
、
支
払
わ
ず
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府

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
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談
し
ま
し
ょ
う
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福　　祉

現在老人医療証をお持ちでない65歳
以上70歳未満の人で、次の条件に該当
する場合は対象となりますので申請く
ださい。
対象条件

①社会保険や国民健康保険に加入して
いる人で、対象者および生計を同一
または維持する人（健康保険の被保
険者）の市町村民税が非課税の人
②精神・結核・特定疾患医療などの医
療を受けている人（一定の所得制限
があります）
申請手続に必要なもの

①健康保険証　②印鑑　③世帯全員の
市町村民税非課税証明書または精
神・結核・特定疾患を証明する証書
助成の内容

健康保険証を使って診療（保険診療
に限る）を受けたとき、医療機関に支
払う医療費の自己負担額の一部を助成。
〈問い合わせ〉健康福祉課

村では、次の要件をすべて満たして
いる人を在宅で介護している世帯に、
紙おむつなどの購入にかかった費用の
一部（月額10,000円以内）を助成して
います。給付決定された場合は、申請
した月から給付されます。
要件

○村に居住する65歳以上の人で、常時
紙おむつを使用している人
○介護保険の要介護認定で要支援以上
の人
○対象となる人が属する世帯の生計中
心者の前年分の所得税額が140,000
円以下である人（１月から６月まで

の申請については、前々年分）
〈問い合わせ〉健康福祉課

催　　し

ステージでは、パフォマンスタイム
や吹奏楽演奏、和太鼓、子どもゾーン
では映画上映、手づくりおもちゃコー
ナー、作品展示などを行います。
また、地域の作業所や福祉施設から
多くの模擬店が出店しますので、気軽
に参加ください。
日時　５月３日-

午前10時～午後2時　
場所　府立金剛コロニー（甘南備216）
※駐車場に限りがありますので、公共
交通機関をご利用ください。
〈問い合わせ〉

府立金剛コロニー　1#43609
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お知らせ

老人医療助成の申請を

紙おむつ給付金 第32回コロニーまつり

4月3日（土）すばると金星が接近！

午後７時30分～９時　参加費：400円　募集：30人
西の夜空ですばると金星が接近！すばるの中で輝く
７人姉妹たちのそばで、愛と美の女神がほほえむよ
うすを観察してみましょう。土星や春の銀河の観察
にも挑戦です！
問い合わせ：香楠荘　1&40321（参加に際しては宿泊

が必要となります（宿泊費は別途必要））

4月4日（日）・18日（日）自然の素材で工作

午後１時～２時30分　参加費：300円　募集：30人

ちはや園地でひろった木の実や木の枝を使って工作をし
よう！キーホルダーや置物、動物などを作ってみます。

4月24日（土）獅子の大がまと木星を見よう！

午後７時30分～９時　参加費：400円　募集：30人
しし座のシンボルの大がまのそばで、木星が明るく
輝いています。木星を望遠鏡でのぞいたら、その近
くでぼんやり輝くメシエの銀河も見てみましょう。
問い合わせ：香楠荘　1&40321（参加に際しては宿泊

が必要となります（宿泊費は別途必要））

4月29日（祝）春のブナ林観察

午前10時15分～午後３時　参加費：300円　募集：40人
ブナ林でいち早く目覚めるのはどんな植物たち？
春のブナ林を散策しながら、ブナ林の底で始まる、
植物たちの光の争奪戦をのぞいてみましょう。
講師：伊藤孝美（府立食と緑の総合技術センター）

4月25日（日）ちはや園地　春まつり

（小雨決行・雨天中止）午前11時～午後２時30分

春の花咲くちはや園地で楽しい１日を過ごしませんか？
探検ラリーや木工遊び、春の山野草観察や手作りのピザ焼
き体験などなど、楽しいメニューが盛りだくさん。さて、ど
れに参加する？

１．ちはや園地探検ラリー　［無料］

２．望遠鏡で太陽観察　［無料］
太陽の黒点や太陽のプロミネンスが見えるよ。

３．自然の素材で工作　［￥300／人］
小枝や木の実を使ってクラフトしよう。かわいいキ
ーホルダーができるよ。

４．ピザを作ろう！　［￥500／人］
地元の食材を使って、ピザを作ってみよう！

５．春の山野草観察会　［￥100／人］

６．楽しい草花遊び　［￥300／人］

７．トントン教室　［無料］

８．ネイチャー・ビンゴ！　［￥100／人］

９．手打ちうどんを作ろう！　［￥1000／組］

10．たこ焼き屋さんになってみよう！　［￥500／組］

※開催時間や募集人数が限定されているものもあります。

〈総合・問い合わせ〉
ちはや星と自然のミュージアム
1&40056

星と自然のミュージアムイベント案内�星と自然のミュージアムイベント案内�星と自然のミュージアムイベント案内�4月�
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○納付できるコンビニエンスストア

○ロ－ソン○セブンイレブン○デイ
リーヤマザキ○ファミリーマート○
サンクス　○サークルＫ○ココスト
ア○am／pm ○コミュニテイ・スト
ア○スリーエフ○ポプラグループ
（ポプラ・生活彩家・くらしハウス）
○ミニストップ

〈問い合わせ〉

天王寺社会保険事務所　
106（6772）7531

大学（大学院）・短大・高等専門学
校・専修学校（夜間部・定時制・通信
制課程も含む）などに在学する20歳以
上の学生で、学生本人の所得が68万円
以下の場合、申請することによって国
民年金保険料の納付が猶予される「学
生納付特例制度」があります。
○学生納付特例期間は年金を受け取る
ために必要な資格期間に含まれます
が、将来受給する老齢基礎年金には反
映されません。
学生納付特例期間の保険料は一般の
人の保険料免除制度と同様、10年以内
であればさかのぼって納めることがで
きます。
○学生納付特例期間中の障害や死亡と
いった不慮の事態には、障害基礎年金
または、遺族基礎年金が支給されます。
申請の手続きに必要なもの

学生証・年金手帳・印鑑
※申請は毎年必要です。

〈申請・問い合わせ〉住民課

募　　集

受付 ４月１日e～４月16日f

試験日

第１次試験　　６月13日a

第２次試験
７月26日b～29日eまで
の第１次試験合格通知書で指定
する日
申込先

希望する第１次試験地を所管する各
国税局

試験地（近畿地域）

第１次試験　京都市、大阪市
第２次試験　大阪市

〈問い合わせ〉

富田林税務署　1@43281

教育委員会では、野外活動センター
（開設期間：７月１日～８月31日）の
村内対象の利用抽選会を行います。
月日 4月25日a

場所　海洋センター・ミーティングル
ーム

○村社会教育団体による使用

受付　午前10時～10時30分
抽選　午前10時30分～
○村内在住・在勤者による使用

受付　午後１時～１時30分
抽選 午後１時30分～
※ 抽選会当日、使用料を全額納入し
てください。
〈問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

村軟式野球連盟では、春季大会の一
般参加チームを募集しています。
対象は、16歳以上の村在住・在勤者

で構成するチームです。大会は次のと
おり開催します。
月日 ５月９日a・16日a

（雨天の場合は23日）
場所　村民運動場
費用　１チーム　12,000円
受付　４月16日fまで
〈申し込み・問い合わせ〉

加藤　明　1&20995

村テニス連盟では、春季テニス大会
（男子ダブルス・女子ダブルス）の参
加ペアを募集しています。大会は次の
とおり開催します。
月日 ５月16日a

（雨天の場合は23日）
場所　村立テニスコート

対象 16歳以上の村在住・在勤者
（必ずペアで申し込みください）

費用　１ペア　1,000円
受付　５月８日gまで
〈申し込み・問い合わせ〉

瓦谷義弘　1&27644

日時　5月16日a

午前10時～２時間程度
場所　海洋センター・トレーニングル

ーム
内容　トレーニングマシンの使用方法

トレーニングの基礎理論
資格　16歳以上の人
定員　15人（先着順）
受付 5月14日fの午後５時まで
服装　運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
費用　無料
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に１回
（奇数月）第３日曜日に実施
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

水　　道

次のような場合は、上下水道課へ届
け出てください。
①使用者または所有者が死亡した場
合は、名義変更届・使用者変更
届・預金口座振替変更通知書が必
要です。

②転入・転出にともない給水を再開
始、中止する場合は、開栓・閉栓
届が必要です。

③新築・増築・改築にともない給水
装置工事を行う場合は、給水工事
申込書が必要です。
また、口径・用途変更を行う場合

も、変更届が必要です。
④そのほか変更事項がある場合も各
種変更届が必要です。

〈問い合わせ〉上下水道課

学生納付特例制度

国税専門官採用試験

野活の利用抽選会

春季軟式野球大会
参加チ－ム

春季テニス大会
参加ペア

トレーニング講習会
受講者

水道関係の届け出を
忘れずに
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税

昨年度まで、村民税・府民税、固定
資産税の納付をそれぞれ第１期の納期
内に全額納付されますと、前納報奨金
を差し引いた額で納めていただいてお
りましたが、平成16年度よりこの制度
を廃止することになります。皆さんの
ご理解をお願いします。
〈問い合わせ〉税務課

平成15年度の村・府民税、固定資産
税、軽自動車税の納付はお済みですか。
未納がある場合は、早急に納付してく
ださい。
〈問い合わせ〉税務課

国民健康保険

転入・転出や職場の健康保険に加
入、脱退のときは必ず届けてください。
①加入の届け出が遅れると

国民健康保険（国保）に加入しなけ
ればならないのに届け出が遅れると、
保険料をさかのぼって納めること（最
高２年間）になります。
「被保険者となる」のは、加入の手
続きをしたときではありません。職場
の健康保険をやめたとき、あるいは他
の市町村から転入したときです。した
がって、加入手続きをするまでの間も、
保険料納付の対象期間となります。ま

た、被保険者証がないため、その間の
医療費は全額自己負担となります。
②やめる届け出が遅れると

国保の資格がなくなったのに届け出
が遅れると、被保険者証が手もとにあ
るため、うっかりそれを使って診療を
受けることがあります。このようなと
きは、国保で負担した医療費はあとで
返していただくことになりますので注
意してください。
〈問い合わせ〉住民課

平成16年度の保険料の所得割額は、
加入者の平成15年中の総所得金額など
を基準に算定します。
この総所得金額などが基準以下の場

合、保険料が軽減される制度がありま
すが、所得の申告がないとこの制度は
適用されません。
村民税のかからない人も含めて、未

申告の人は至急申告してください。
〈問い合わせ〉住民課

国 民 年 金

天王寺社会保険事務所と国民年金推
進員により、納付相談や集合徴収を次
のとおり行います。
また、村でも大阪社会保険事務局よ

り専門相談員が国民年金・厚生年金な
どの相談に応じる「年金なんでも相談」
を行います。なお、厚生年金被保険者
証・年金手帳などの記号番号や加入脱
退の年月日、または過去の履歴などを
メモしておけばより具体的に説明がで
きます。日ごろ年金について不明な点

があれば、この機会に相談ください。
○納付相談・集合徴収・年金相談　

月日　４月12日b

時間 午後１時30分～４時30分
場所 役場プレハブ第２会議室
○年金なんでも相談

月日　４月16日f

時間¡午前10時～11時30分（いきいき
サロンやまゆり２階趣味活動室）
¡午後1時～３時（いきいきサロ
ンくすのき健康相談室）

〈問い合わせ〉

¡天王寺社会保険事務所（納付相談な
ど）106（6772）7531（代）

¡住民課（年金なんでも相談）

４月から国民年金の保険料が、身近
で利用しやすいコンビニエンスストア
で納付できます。
なお、従来の納付書では納めること
ができませんのでご注意ください。
また、４月中であれば、１年分、半
年分まとめて納めることができ、割り
引きが受けられる前納制度（表）があ
りますので利用ください。

お知らせ

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（月曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

自然休養村管理センター・赤阪土地改良区 森屋962 &02180

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付　B～F（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療　C・F 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

村税前納報奨金制度の
廃止

集合徴収・年金相談

国民健康保険の届け出は
お早めに

税は期限内に

所得の申告を

保険料を１年分または６カ月分前納した場合

１年前納 ６カ月前納

定　額 定額＋付加 定　額 定額＋付加

156,770円 161,480円 79,150円 81,530円

区　分 １カ月
４月～平成17年
３月の合計額

定額保険料 13,300円 159,600円

定額＋
13,700円 164,400円付加保険料

保険料を毎月納付した場合

コンビニで納付できます
国民年金保険料
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わわわわががががややややののののホホホホーーーーププププ

ヤマブキソウ（ケシ科）

山野に群生する高さ30～40cmの多年草。葉は切れ込みと鋸歯を持
つのが特徴。４月下旬頃から黄色で径３～４cmの４弁花をつける。
花がバラ科のヤマブキを思わせるところからこの名がついた。

ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

４月１日e・15日e
５月６日e

４月１日e・５月６日e

４月15日e

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

空き缶・空きびん

プラスチック製
容　　　　 器

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪、
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

４月２日f・
６日c・９日f・
13日c・16日f・
20日c・23日f・
27日c・30日f・
５月４日c・
７日f

４月22日e

４月28日d

４月15日e予定

４月29日e予定

４月30日f予定

４月15日e

４月７日d
５月５日d

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,825人（＋７）

男　　3,260人（＋５）

女　　3,565人（＋２）

世帯数　2,235戸（＋３）

２月末日現在、（ ）は対前月比

桐山
ひがし あみちゃん
（ 東　　 亜 美 ）
平成11年12月20日生まれ

ひがし りほちゃん
（ 東　　 莉 穂 ）
平成14年４月８日生まれ

いつまでも姉妹仲良く
やさしい娘になってねぇ

母・依里子さん

ロープウェイ村民割引券
１割引（平成17年３月末まで有効）

使用者：大人＿＿人。小人＿＿人

香楠荘村民割引券
１割引（平成17年3月末まで有効）

（宿泊限定。要予約。特別企画利用可）。
使用者：　大人＿＿人。小人＿＿人

村民割引券、または、運転免許証など住所の確認できるものを持参の人
に、年間をとおし１割引します。次の割引券を切り取ってご利用ください。

「ロープウェイ・香楠荘」村民割引券

きりとりせん
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